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要約

一つの時代が終わろうとしている。新型コロナウィルスは契機とはなったが、すで
に予定されていた未来を早めたに過ぎない。技術革新による雇用不安が根本的に高
まり、感染症の大流行や気候変動など、構造的で巨大な社会問題が多い時代である。
「大きな政府」の時代が到来した。社会問題を解決するために、政府が直接乗り出
さざるをえない状況になったのだ。

世界各国は、すでに数十年間で、政府の規模を拡大してきている。新型コロナウィ
ルスの時期を過ぎれば、最も「大きな政府」の姿となるだろう。小さければ、国家
主導の産業政策の拡張と福祉国家から、大きければ、ベーシックインカムの社会ま
で、国家は我々の暮らしの姿を相当部分描くことになるだろう。

「大きい政府」は良いニュースでも悪いニュースでもある。経済の回復と成長を強
調する「大きな政府」なら、むしろ財務的価値が強化され、社会的価値は弱体化す
る社会になりかねない。社会的価値を強調する「大きな政府」なら、利潤最大化の
論理が弱体化し、公的問題の解決方法が強調される社会になるだろう。 いずれに
しても、社会的経済を含めた民間領域が狭まり、公共事業中心の市場が急激に参入
する。そして、社会の硬直性が高まり、自由と革新に取り組もうという動機が萎縮
しかねない。

このような時代に、社会的経済は社会的価値を追求しつつ、民間の柔軟性と革新に
取り組もうという動機が維持できる方向に舵を切るべきである。 そのためには、
ベーシックインカムのように、個人の自由と権利を拡張する制度の導入に、積極的
に乗り出さなければならない。また、GDPと経済成長率を超える社会的価値が中心
となる国家運営の指標を構築し、要求する必要がある。 このような制度的基盤の
上で、個々人が拡張した権利と、向上した認識に基づき、積極的な倫理的消費、社
会的消費を誘導する戦略をともに追求する必要がある。



新型コロナウィルス以降、危機の６つの顔

3

城郭都市 - 協力と繁栄の世界秩序が迎える危機

マイナス経済 - 余剰と機会の終末

独占市場 - 公正な競争秩序の崩壊

亀裂の生じた職場 - 安定した職場の消滅

終電に乗るための戦争 - 公務員と資産家として生きるための疾走

環境の危機 – 気候危機とプラスチックゴミの解決不可能な問題



Walled Cities
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マイナス経済
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経済成長率の推移
単位%, 実質国内総生産（GDP）増加率の推移（2018､2019年は展望値）

資料：企画財政部,統計庁
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亀裂の生じた仕事場

韓国製造業の雇用と付加価値の成長の軌跡

付加価値 雇用

資料：産業統計分析システム



環境の危機
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国富の新たな正義



アメリカは豊かな国なのか？
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アメリカは豊かな国なのか？
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アメリカは豊かな国なのか？
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国家がすべきことは経済成長か？
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自殺率と
１人当たりの国民所得

自殺率

１人当たりの国民所得

自殺率（人口１０万名当たりの自殺者数）

１人当たりの国民所得



国家がすべきことは経済成長か？
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何をすべきか
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❏ ベーシックインカム

▪ 自動化と人工知能などの技術変化で雇用が不安定になり消滅してしまう

▪ 企業がつくった付加価値が、賃金として分配されていたシステムが崩壊し、雇用の減少、非正規職、

プラットフォーム労働など、様々な問題が発生

▪ これに対する解決策として、個人により大きな自由を付与するベーシックインカムを基盤とする福祉国

家の提案

❏ 社会的価値と社会的経済

▪ 経済成長率だけを見ていた時代から、環境、人権など様々な価値を目指す社会へと

▪ 価値が転換された社会、企業と労働の新しい役割を求めて

❏ 学習社会と民主主義

▪ 投票所の外に拡張される民主主義

▪ 市民個人の力量を育成する学習社会

“保障された所得で自由と安定を得る。そして社会的価値の評価によって承認され、学習
により民主主義の力量を育成する。“
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ベーシックインカム



普遍的なベーシックインカム

すべての人に

条件を問うことなしに

定期的に支給される所得

普遍的に、無条件に、個別に

+ 定期的に、現金で、十分に
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類似した関連政策
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❏ 緊急災難支援金

▪ 中央政府、新型コロナウィルスの事態を克服するため、1世帯当たり40万ウォン～100万

ウォンの地域通貨を支給

▪ ソウル市災害支援金(中位所得以下の世帯)、京畿道災害基本所得(普遍的な手当)など

▪ 一時的基本所得の性格をもっている

▪ 今後のパンデミックの状況により繰り返される可能性が存在する

❏ 自治体別、省庁別生計支援現金手当

▪ 京畿道青年手当

▪ 京畿道、海南郡などの農民手当

▪ 雇用労働部、就業成功パッケージ

▪ 福祉部の児童手当

※自治体などの政策としてベーシックインカムは、原文に合わせて基本所得、手当という漢字語で表記してあります。
（訳者註）



ベーシックインカムの正当性
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❏ 安定的な雇用が減る時代、賃金の一部に代わる安定的所得源

▪ 自動化や人工知能などの技術変化により雇用が不安になり、消えていく。

▪ 企業が作った付加価値が、賃金として分配されていたシステムが崩壊し、雇用の減少、非正規職、プ

ラットフォーム労働など様々な問題が発生

❏ 所得不平等問題の解決策

▪ 上位10%に集中する所得偏重を解消するための所得保障

❏ 少子化問題の解決策

▪ 前例のない少子化問題を解決するため、養育費と生計所得を保障

❏ 共有富の分配

▪ 環境，データ，土地など、すべての人が権利を有する自然への権利を分配

❏ 行政の効率性を達成

▪ 国家の役割が大きくなるなかで、行政の非効率性を最小化

❏ 人間の尊厳の実現

▪ すべての人に所得分配を権利として提供することで、尊厳と連帯の基盤を提供
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韓国製造業の雇用と付加価値の成長の軌跡

資料：産業統計分析システム

付加価値 雇用



個人間の所得の不平等は世界最悪の水準に拡大
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(ホン·ミンギ、韓国労働研究院 2019)
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大きく、強く、複雑になる行政
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財政：所得税中心の財源検討（月30万ウォンの場合
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財源確保の方案 金額

公正な課税

約83兆ウォン

所得税制非課税·減免整備(名目税率3%p引き下

げ)

56.2

基本所得課税 15.1

脱漏および非課税所得を積極的に課税 11.6

分かりやすい福祉

約50兆ウォン

類似した現金手当の統合 31.9

所得補填性格の非課税·減免の整備 18.3

効率的財政

約54兆ウォン

基金及び特別会計の整備 8.0

地方財政支出調整 6.0

融資事業を二次補填に転換 15.0

財政増加分の一部を活用 9.0

地方政府の歳計剰余金を活用 16.0

合計 187.1
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社会的価値と社会的経済



新しい社会的価値を求めて
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個人及び組織

社会の共同体

未来世代
価
値
の
帰
属

発展国家時代の社会的価値

環境社会経済

現時代的な観点の社会的価値

未来世代を包括する社会的価値

価値の領域



未来所得の配合
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どんな仕事をなさっていますか？
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Labor Work

Action Personal
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学習と民主主義



28象とノミの時代、働きながら遊び、学ぶこと



ベーシックインカム+社会的価値+学習社会の短期/
長期のビジョン
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直接的、短期的には国民所得の事前分配によって社会の活力を復元

- 小規模事業の自営業者、起業家、不安定労働者、日雇い労働者には所得のセー
フティネットを提供

- 非営利従事者、社会的経済従事者、文化芸術人、独立研究者には所得補填を提
供

- 家計には消費余力を提供
- 貧困の死角地帯の画期的な緩和を実現

間接的、長期的には自由で安定した社会への移行
- 自己実現の幸福を追求する市民を
- リスクを歓迎し、革新を追求する起業家を
- 市民に保護と安定を提供し、干渉を減らす国家を

社会的経済と非営利の拡大:市民が主人となった自律的社会革新

- 自発的な社会革新活動に取り組む市民を支援する形に再編
- 社会的資本を育てる自律的活動に投資する民間寄付財源の発掘
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ベーシックインカムと社会的経済が共存し、
働きながら遊び、学ぶ暮らし
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